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33. 弱毒菌感染症の数例
岩沢敬，小松幹司，横山宏，信JIl}レミ
首村紀夫 (山梨県立中央病院小児科〉
新生未熟児の大腸菌性敗血症，小頭症を伴なった新生
未熟児の大腸菌性肺炎，乳児瑞息として約 3カ月治療さ
れていた緑膿菌性肺炎，内脳水腫としてあっかわれ約 3
カ月後心発熱痘撃を主訴として来院した「アルカリゲー
ネスJ菌性髄膜炎，生後 I週自に発熱を主訴として来院
じた「プロテウス」菌性髄膜炎について報告した。
全例治療に抵抗を示し一進一退全治の状態に見えなが
らまた再発をくりかえした。 
34. 大気汚染の小児の健康に及ぼす影響
吉田 亮，栃木亮太郎，他アレルギー班
昭和 41年 6月， 1月および昭和 42年 2月の 3回，汚
染地区として，市原市立五井小学校，非汚染地区として
岡市西小学校および養老小学校を選び，その 3年， 6年
の男女児童を対象とし調査を行なった。その結果，五井
小の児童の 3--5%は常に。工場の煙や臭いの影響があ
昨日より今日までの自覚症lは時々 ある。20--40%り， 
調査では「鼻汁」のあったものが，第 3回の 3年男女と
も五井小が多く「疾」のあったものが第 2回で、五井小 3
年男女児に多く，欠席日数も五井小に多かったが欠席の
理由として呼吸器疾患をあげたものの頻度には，両校間
に有意差はなかった。小児科診察の結果，第 2回の 6年
生で，気管支炎と診断されたものが，五井小に多く認め
られた。肺換気機能検査では五井小が低値を示し， 3年
女児の一部の身長群で有意差が見られた。この結果が大
気汚染の影響とは断じ難いが，さらに観察が必要である。 
35. 食餌性晴息症例
中島春美，木下敏子(佼成病院小児科)
われわれはワカメ，ソノ勺アジによっておこった食餌
性哨息を経験した。症例 lは4才4月の男児，母親が妊
娠中毎日コブを食べており，本患児に I才頃より哨息発
作をみ皮内反応にてワカメ陽性，ワカメ経口摂取にて発
作誘発され，その後コブにでも発作がおこった。症例 2
は l才 1月の男児，生後 9月より発作あり，皮内反応
にてソパ陽性，ソパにて発作が誘発されている。症例 3
は l才4月男児，タィ，アヲにて発作おこり，皮内反応
と思われる食餌の除去により発作消失している。以上食
餌性瑞息を三例経験したので報告した。
質問 吉田亮
食餌性端息には一定の周期があると， Roweらはいっ
ておりますし，夏と冬に差があるようですが，先生の症
例はいかがでしょうか。
答 木下敏子
われわれの症例では特に夏端息発作がすくないという
ことはありませんでした。

質問 内田佐太臣
 
1) Sputaの Cytogram，Nasal Smearは何回ぐら
い反復してお調べになりましたか。 
2) 流行中の好酸球絶対数は他の端息例を含め，発作
期，と非発作期に分け，どのような変化を呈しているか
お教え願いたい。
答 木下敏子
食餌性の NS，SSについて第 I例では 4日，第 2例
では 2日，第 3例では 1日とってあります。流血中 E。
全体数について吸入性哨息についてはまだ検討中です。
質問 山上欽也
食餌性瑞息症例に対してアJレゲン添加による消化管X 
Ray検索の有無について。もし実施しておればその特
長像についてお聞きしたい。
答 木下敏子

胃腸系の検査は特にしておりません。
 
36. 小児噛息患者の脳波について
張炎麟，宍倉順子，内山忠夫，森和夫
(国立千葉)
石橋祝(成東福祉園)，荒川直人
われわれは過去半年聞に経験した 2，. 18才の気管支端
息児の脳波について検討した。
発作の聞駄期に単極，双極両誘導法を使用し，安静時
間眼の過呼吸および光刺激，睡眠誘導などの賦活を行な
った。
全 36例，合 22例，♀ 14例。
正常波 33.3%，borderline abnormal 25%，abnomal 
41.7%02 6 1才では異常波 ，. ，0%才では異常波5，. 
(border lineを含めて)65.0%，12，. 18才では異常波 
91.7%。遅い律動 33.3%，律動不規員別リ 2却0.8ヲ%， H.V.S 
にてアジ陽性。以上いずれの三例も発作は夜間に強く l %，0Sp.，25%Sp-W-Cヲ%括，6.7I日 %，0positive Sp. 
年中間頻度におこり，乳児期湿疹があり，皮内反応でア 全般的異常波出現率 66.7%，限局的に 33.3%0
タJレゲンに対し 100%陽性。発作時流血中 Eosineは増 アレJレゲン・テストと脳波との関係を見ると，皮内反
加するが， N.S.，S.S.において Eosineは増加せず原因 応陰性例に異常波を示す者が多く，陽性例に正常波を示
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す者が多い傾向がある。
異常波を示すほとんどが O.D.症状を呈した。
異常波の瑞息児はメコリールテストでは p-typeが多
レピンテストでは陽性傾向。Jピロカ く，
全 36例の中に，脳波が abnormalで痘撃を伴なった
患児が 2例， ヒステリーの症状を伴なった患者 1例があ
る。この例で、はルミナーノレが著効を呈します。
質問 中島春美(佼成〉
晴息の脳波でてんかん波が出る場合，患児は腹性てん
かんの症状がありますか。
答 張炎麟 
abnormal E.E.G. を持った bronchial asthma 
patientsは全部は申上げかねますが，中に abnormal 
epilepsyを合併した患児がいると思います。また， epi-
lepsyと関係ないものもいると思います。 
37. 小児気管支晴息と鼻科的所見
殿塚慎一郎(横浜市大耳鼻科)
中島春美(佼成〉
小児気管支端息(以下端息と略す)患者の間歌期なら
びに発作期について，長期間鼻科的所見を観察し，下記
のごとき知見を得たので報告した。 
① 瑞息の間歌期や発作期における鼻科的所見は，種
々変動するため，数回の診察だけで相互関係をうんぬん
することは危険である。 
② 晴息擢患経過年月と鼻科的所見の聞にも，相互関
係は，はっきりしない。 
③ アトピー型端息の発作期に，鼻アレルギーにみら
れる鼻介腫脹，鼻粘膜の蒼白を認めるものが多い。 
④ 晴息患者はある時期に鼻アレルギーの状態を示す
ものが多いが，逆に小児鼻アレJレギー患者には，気管支
噛息を有するものは少ない。
追加 古田亮
教室でも以前から瑞息患児の耳鼻科所見について報告
しておりますが，約 80%ぐらいにアレルギー性鼻炎の
症状を合併しております。粘膜所見は蒼白なものが多い
という御報告でしたが，小児では，蒼白以外の所見のも
のもかなりあり，外的な所見のみで判定することは困難
のようであり， N asal Smearでみることが大切と思い
ます。 
38. 気管支晴息の鼻・後鼻腔・唱疾スメアー
中島春美，渡辺和彦(佼成)
鴫息外来を訪れた患者の鼻粘膜 (NS)，後鼻粘膜 (P 
NS)，日客疾 (SS)スメアー中の好酸球の関係について述
ベた。
間歓期 35例中， NS陽性 25倒， PNS陽性 14例。 NS
陽性で PNS陰性が 1例あった。発作期 16例中， NS 
陰性 10例， PNS陽性 4例。 NS陽性で PNS陰性が 6
例あった。間駄期，発作期の NSの変化は， 15例中，
発作時に NS陽性化したのが，アトピー型 I例，感染型 
l例であった。また陰性化した例は，アトピー型 3例，
感染型 2例，混合型 1例であった。 PNSの例は少なく
明らかで、なかった。同様に SS15例では，発作時陽性化
したアトピー型 l例，混合型 2例，逆に陰性化したアト
ピー型 3例を認めた。 NSの左右の差を 13例に見ると，
片方陰性の例が 3例認められた。このことは一方のみの
検査では誤ることがあることを示している。
質問 吉田全次 
Nasal Smear，Post Nasal Smearにおける mast 
Cellの出現状態はいかがですか，エオジン球，臨床症
状との相関はいかがでしたか?
答 渡辺和彦 
Mast Cellに関しては，症例も少なく答えはできかね
ますが，好酸球の出現に比し非常に少なく，また時期に
より異なるように思われます。今後，研究して行きたい
と思います。
答 中島春美
発作，間駄期の鼻症状の場合の NS，SS，PNSの 
Eosinは検討してあります。 
39. 小児気管支端息に対する吸入誘発法の 2，3の検討
中山喜弘，島貫金男，上原すず子
平形昭代(九段坂病院小児科)
長;家昼および真菌を用いて行なった吸入誘発試験の結果
と，皮膚反応， P-K反応との関係について検討した結果 
1) スクラッチ反応が陽性，とくに偽足を伴なうほど
つよい反応を示す場合，その抗原は原因抗原である可能
性がつよい。 
2) 皮内反応の場合も同じような傾向を示したが，真
菌においては，皮内反応のつよさからたた、ちに臨床的意
義を決定できない。 
3) 皮内反応稀釈試験について検討してみると，家塵
では 10-6以上，真菌では 10-7以上の稀釈液で皮内反応
陽性を示した場合，全例が誘発陽性であった。 
4) P-K反応陽性例のほとんどが誘発試験陽性であ
った。一方， PK反応陰性例でも誘発される場合の少な
くないことを知った。 
5) さらに季節別，年令別の誘発試験陽性率について
検討した結果，これらの因子も誘発試験成績に影響を及
